
山 陰 本 線 �

至松江�

安来�

黒井田町�

安来町�

至
米
子�

毘売塚古墳�
安来変電所�

●説明板�

日立金属安来工場�

９�

Ｊ
Ｒ
安
来
駅
南
東
の
丘
陵
頂
上

に
あ
る
、
全
長
約
四
〇
メ
ー
ト
ル
の

前
方
後
円
墳
。
一
九
六
六
年
に
調
査

さ
れ
、
舟
形
石
棺
内
部
に
人
骨
が
残

っ
て
い
ま
し
た
。
石
棺
は
現
在
埋
め

戻
さ
れ
、
石
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。
石

段
が
途
中
で
急
に
な
っ
て
い
る
部
分

が
、
古
墳
の
裾
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の

古
墳
に
ま
つ
わ
る
伝
説
は
第
五
巻

「『
出
雲
風
土
記
』
を
歩
く
」
に
あ
り
ま

す
。

伝
説
を
持
つ
古
墳

%
毘
売
塚

ひ

め

づ

か

古
墳
県
指
定

安
来
市
黒
井
田
町

5

矢田町�

飯梨町�

●鷺湯温泉�

飯
梨
川�

矢田�
古墳群�

至9号線�至9号線�

矢田橋�

県道
45
号線

�

県
道
　
号
線�

180
●家形石棺�

●�

●家形石棺�

●�竪穴式石室�広
瀬
町�至

広
瀬�

見
所
た
く
さ
ん
、
行
く
の
は
つ
ら
い

^
矢
田

や

た

古
墳
群
市
指
定

安
来
市
矢
田
町

多�

多�

4～7

至軽尾港� 至才港�

至
美
保
関
灯
台
道
路�

美保関港�
海崎港�

五本松公園●�

美保神社�

海崎古墳群�

 美保関小�

 獅子ケ鼻�

県道2号線�

美
保
関
小
学
校
東
か
ら
軽
尾

か
る
び

港
へ

抜
け
る
峠
の
道
路
脇
に
あ
る
古
墳
群

で
す
。
西
側
の
三
号
墳
は
横
穴
式
石

室
で
、
玄
室
前
側
の
天
井
石
が
は
ず

さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
中
に
は
い
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
号
墳
は
天
井

石
が
は
ず
さ
れ
て
中
が
見
え
ま
す
が
、

竪
穴
式
石
室
と
箱
式
石
棺
の
両
方
の

特
徴
を
持
っ
た
珍
し
い
石
室
で
す
。

峠
に
あ
る
の
で
、
ど
ち
ら
側
の
人
た

ち
が
造
っ
た
の
か
気
に
な
り
ま
す
。

峠
の
古
墳
群

!
海
崎

か

い

ざ

き

古
墳
群八

束
郡
美
保
関
町
海
崎

6
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安来市�

伯太町�

米子市�

広瀬町�

矢田古墳群�

八束郡�

鳥取県�

山陰本線�

中 海 �

安
来�

荒
島�

県
道
９
号
線�

９�

佐々彦神社裏�
古墳群�

日向峰古墳群�

森木峰古墳群�

伯
太
川�

吉
田
川�

飯
梨
川�

米
子�毘売塚古墳�

王陵の丘�

安来道路�大型農道�

432

エ
リ
ア
１
安
来

や

す

ぎ

市
・
能
義

の

ぎ

郡

中
海
な
か
う
み

に
そ
そ
ぐ
伯
太
は
く
た

川
と
飯
梨
い
い
な
し

川
流
域
は
、
県
内
で
最
も
古
墳
が
集
中

す
る
地
域
の
一
つ
で
す
。
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
飯
梨
川
を
境

に
し
て
西
と
東
で
は
古
墳
の
様
子
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
す
。

四
世
紀
の
古
墳
は
、
川
の
西
側
の
荒
島
地
区
に
造
山
１
号
墳
な
ど
の
大

き
な
方
墳
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
東
で
は
小
さ
な
も
の
し
か
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
五
世
紀
に
な
る
と
、
西
で
五
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
前
方
後
方
墳
が
見
ら

れ
ま
す
が
、
東
で
は
前
方
後
方
墳
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
ず
、
二
〇
〜
三
〇
メ

ー
ト
ル
の
小
さ
な
前
方
後
円
墳
が
多
数
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
六
世
紀
後
半

以
降
は
、
西
で
石
棺
式
石
室
な
ど
の
横
穴
式
石
室
と
横
穴
墓
が
造
ら
れ
る

の
に
対
し
、
東
で
は
県
境
に
あ
る
神
代
塚

じ
ん
だ
い
づ
か

古
墳
を
除
い
て
、
西
の
も
の
と
よ

く
似
た
横
穴
墓
だ
け
が
見
ら
れ
ま
す
。

至安来�

日向峰古墳群�
森木峰古墳群�

▲�
上の台�

�

　�
� ●JAやすぎ赤屋支所�

　貴船神社�

上の台緑の村�

小水力発電所�

赤屋局�
赤
屋
小�

●�

至日南町�

伯
太
川�

県道104号線�県
道
９
号
線�

こ
ん
な
高
い
と
こ
ろ
に
も
あ
る

!
日
向
峰

ひ

ゅ

う

が

み

ね

古
墳
群

@
森
木
峰

も

り

き

み

ね

古
墳
群

能
義
郡
伯
太
町
赤
屋
・
横
屋

（
上
の
台
緑
の
村
内
）

多�

5?

石原�

古川町�

至安来�

佐々彦神社裏�
古墳群�

飯
梨
川
�

�

県道
45
号線

�

植田町�

安来市�

広瀬町�

足
立
美
術
館
北
西
の
山
際
、
佐
々

彦
神
社
裏
の
丘
陵
上
に
あ
り
ま
す
。

前
方
後
円
墳
二
基
と
、
そ
の
間
に
円

墳
、
あ
る
い
は
方
墳
が
三
基
確
認
で

き
て
い
ま
す
。
北
端
の
前
方
後
円
墳

は
、
群
中
最
大
で
長
さ
約
三
〇
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
は
約
三
メ
ー
ト
ル
あ
り

ま
す
（
写
真
）。
斜
面
に
は
横
穴
墓
も

存
在
し
ま
す
。
草
木
が
茂
っ
て
い
ま

す
の
で
、
晩
秋
〜
初
春
が
見
学
し
や

す
い
で
し
ょ
う
。

落
ち
葉
の
季
節
に

#
佐
々
彦

さ

さ

ひ

こ

神
社
裏

じ

ん

じ

ゃ

う

ら

古
墳
群

能
義
郡
広
瀬
町
石
原

多�

5?

荒島�
西
荒
島
町�

至
松
江�

至
米
子�

西旭�
安来市�

高塚山▲�

９�

王陵の丘�

荒
島
町�

説明板●�

荒島小学校�

Ｊ
Ｒ
荒
島
駅
の
南
西
の
丘
陵
上
に

あ
る
古
墳
群
で
、
最
近
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
最
古
の
古

墳
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
造
山
一
号

墳
、
同
三
号
墳
、
五
世
紀
の
前
方
後

方
墳
で
あ
る
同
二
号
墳
な
ど
、
五
〇

メ
ー
ト
ル
前
後
の
大
規
模
古
墳
が
集

中
し
、
ま
さ
に
「
王
陵
の
丘
」
に
ふ
さ

わ
し
い
古
墳
群
で
す
。
国
道
九
号
線

か
ら
も
よ
く
見
え
ま
す
。
説
明
板
あ

り
。

県
内
最
古
の
古
墳
群

$
王
陵

お
う
り
ょ
う
の
丘お

か（
造
山

つ
く
り
や
ま
古
墳
群
）
国
・
県
指
定

安
来
市
荒
島
町

多�

4～5

22

公
園
の
入
口
を
は
い
り
奥
へ
進
む

と
、
日
向
峰
古
墳
群
の
標
柱
が
見
つ

か
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
全
長
一
二
〜

一
三
メ
ー
ト
ル
の
県
内
で
も
最
小
ク

ラ
ス
の
前
方
後
円
墳
（
写
真
左
上
）

が
あ
り
、
標
高
も
三
二
〇
メ
ー
ト
ル

以
上
と
、
県
内
で
も
か
な
り
高
い
場

所
に
あ
る
古
墳
と
い
え
ま
す
。

森
木
峰
古
墳
群
は
公
園
入
口
の
右

手
斜
面
に
あ
り
、
こ
こ
に
も
標
柱
が
立

て
て
あ
り
ま
す
。
横
穴
式
石
室
が
露

出
し
て
い
ま
す
が
、
天
井
石
は
玄
室

の
部
分
だ
け
残
っ
て
お
り
、
内
部
も
土

砂
で
ほ
ぼ
完
全
に
埋
ま
っ
て
い
ま
す
。

二
つ
の
古
墳
の
間
や
周
囲
に
は
、

一
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
小
さ
な
古
墳

が
五
〜
七
基
ほ
ど
あ
る
よ
う
で
す
が
、

道
に
よ
っ
て
半
分
以
上
な
く
な
っ
た

も
の
も
あ
り
、
は
っ
き
り
は
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
公
園
に
来
た
と
き
に
、
つ

い
で
に
見
て
ほ
し
い
古
墳
群
で
す
。
上

の
台
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
古

墳
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
古
墳

を
造
る
に
は
普
通
で
は
考
え
れ
な
い

高
所
で
あ
る
た
め
、
何
か
特
別
な
理

由
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

９�

美保関町�

松江市�

島根町�

県庁�

島根県埋蔵文化財�
調査センター�

鹿島町�

大型農道�

平田市�

大寺�
古墳群�

山崎古墳�

山根垣�
古墳�

牛谷古墳�

方結神社裏�
古墳� 海崎古墳群�

一畑道路際古墳群�

講武岩屋古墳�

宍 道 湖 �

日 本 海 �

松
江�

431

485

431

中

海

�

斐伊川�

大橋川�
松江温泉�

一畑口�

平田�

大寺�

い
っ
て
よ
い
ほ
ど
存
在
し
ま

す（
大
社
町
に
ほ
と
ん
ど
古

墳
が
見
ら
れ
な
い
点
は
ナ
ゾ

で
す
）。
こ
う
し
た
外
海
側

の
小
地
域
の
古
墳
は
、
ま

だ
十
分
な
調
査
が
で
き
て

い
ま
せ
ん
が
、
一
つ
ひ
と
つ

の
ム
ラ
が
古
墳
時
代
に
ど
う

対
応
し
て
い
た
の
か
と
い
う

重
要
な
問
題
を
解
決
す
る

う
え
で
、
欠
か
せ
な
い
も
の

と
い
え
ま
す
。

エ
リ
ア
２

島
根
半
島

島
根
半
島
を
外
海
（
日
本
海
）
に
面
す
る

側
と
、
内
海
（
宍
道
湖
・
中
海
）
側
に
分
け

て
み
る
と
、
四
世
紀
ご
ろ
の
古
い
古
墳
は
鹿か

島し
ま

町
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
が
内
海
側
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
六
世
紀
後
半
以
降
の
横
穴

式
石
室
や
横
穴
墓
は
各
地
に
多
数
見
ら
れ
、

現
在
漁
港
と
な
っ
て
い
る
地
域
に
も
必
ず
と

7?

古
墳
群
は
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
名
前
が

付
い
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
矢
田
古

墳
群
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。
県
内
で

は
数
少
な
い
竪
穴
式
石
室
や
、
石
棺

を
持
つ
横
穴
墓
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
、
古
墳
研
究
者
に
は
名
の
知
れ
た

古
墳
群
で
す
。
南
側
の
竪
穴
式
石
室

を
持
つ
古
墳
か
ら
北
に
七
〇
〇
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
尾
根
上
を
歩
く
と
、
家
形

石
棺
（
写
真
）
を
持
つ
横
穴
墓
群
が

あ
り
ま
す
。
途
中
は
古
墳
だ
ら
け
で
、

埴
輪
や
土
器
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

非
常
に
見
所
が
多
い
古
墳
群
で
す

が
、
道
が
な
い
に
等
し
い
所
に
あ
る

の
で
、
慣
れ
な
い
人
に
は
お
す
す
め
で

き
ま
せ
ん
。


